
令和３年度

事 業 報 告 書

自 令和３年４月１日

至 令和４年３月31日

一般社団法人 全日本オートレース選手会



令 和 ３ 年 度 事 業 報 告 書

Ⅰ 法人の概況

１．設立年月日

昭和３８年７月３１日

２．定款に定める目的

本会は、小型自動車競走法の趣旨に基づき、競技の公正にして円滑なる実施に寄与

するため、選手の資質及び競技技術の向上並びにその福利厚生を図ること、モーター

スポーツの普及を図るとともに競走車の性能向上を図ることにより国民の心身の健全

な発達と関連機械工業の振興に寄与すること、豊かで持続的に発展する地域社会の実

現に向けた取り組みを行うことにより、地域の活性化に寄与することを目的とする。

３．定款に定める事業内容

⑴ 小型自動車競走に関する調査研究

⑵ 選手の資質及び競技技術の向上を図るための指導

⑶ 選手の退職金、災害補償その他福利厚生に関する事項

⑷ 選手の賞金改正、出場契約の適正化等の待遇改善に関する関係諸機関との折衝

⑸ 関係法規の主旨の普及徹底

⑹ 機関誌の発行

⑺ 小型自動車競走の普及に関する事項

⑻ モータースポーツの普及に関する事項

⑼ 競走車及び競技用機器に関する試験研究

⑽ 地域特性を生かした地域振興及び文化・スポーツ振興事業

⑾ 前各号に掲げるもののほか、本法人の目的を達成するために必要な事業

４．会員の状況

種 類 当 期 末 前期末比増減

正 会 員 392名 +4名

賛助会員 0 0

合 計 392名 +4名



５．主たる事務所・支部の状況

主たる事務所：東京都千代田区飯田橋４丁目１番１号

飯田橋ＩＳビル７階

支 部：埼 玉支部

浜 松支部

西日本支部

山 陽支部

伊勢崎支部

６．役員等に関する事項

役 職 氏 名 常勤・非常勤別 担当職務・現前職

会 長 中 野 光 公 非常勤 オートレース選手

副 会 長 若 井 友 和 非常勤 同上・埼玉支部支部長

副 会 長 西 川 頼 臣 非常勤 同上・浜松支部支部長

専務理事 有 吉 辰 也 非常勤 同上・西日本支部支部長

常務理事 角 南 一 如 非常勤 同上・山陽支部支部長

常務理事 猿 谷 敦 史 非常勤 同上・伊勢崎支部支部長

理 事 青 木 治 親 非常勤 同上・埼玉支部副支部長

理 事 淺 田 真 吾 非常勤 同上・浜松支部副支部長

理 事 松 尾 学 非常勤 同上・西日本支部副支部長

理 事 安 東 久 隆 非常勤 同上・山陽支部副支部長

理 事 三 浦 康 平 非常勤 同上・伊勢崎支部副支部長

理 事 石 井 剛 常勤 事務局長

監 事 奥 川 貴 彌 非常勤 弁護士

監 事 小 原 望 非常勤 選手・埼玉支部副支部長

７．職員数

５名（嘱託等を除く）（令和４年３月３１日現在）

Ⅱ 事業の概要

１．事業の実施状況

本会は、オートレース界の発展と活性化のため、本年度も業界の一員として関係者

と協力し、諸懸案事項の解決のため諸施策の推進に努めた。また、選手制度の改善及

び会員の福利厚生の充実を図るため、当初の事業計画に基づき、関係諸団体の支援の



もとに、次の諸事業を実施した。

⑴ 選手制度対策について

① 新陳代謝制度の検討

選手制度、新陳代謝制度の見直しについて、関係者と協議を行った。

② あっせん調整基準等に関する対策

級別あっせん日数、追加あっせん、補充あっせん、罰則等、選手制度のあり方

について、関係者と協議を行った。

オートレース中期基本方針に準じ、通常開催及びミッドナイト競走等の開催を

増加させるため、あっせんについて関係者と協議を行った。また、通常開催枠に

関し、ＳＧ６日制開催を設立するため関係者と協議した。

③ 賞金制度対策

賞金制度のあり方について関係者と協議を行い、通常開催枠１億４千万円強、

別枠開催５千万円強の賞金増額を行った。

また、施行者との協調関係をより強くすることを目的に、ふるさと納税制度を

利用してレース場所在地施行者に寄付を行うことについて、会員に協力を呼びか

け、主旨に賛同いただいた会員の寄付金を各支部で取りまとめ、令和３年度も施

行者に対して寄付を行った。

④ 共済制度対策

一般財団法人全国小型自動車競走選手共済会の運営の健全化を図るべく、関係

者と協議を行った。長期開催休止給付規程を基に積立を開始した。

⑵ 競技関係について

① 施設改善対策

関係会議において、レース場施設の改善について要望した。さらに、耐震工事、

走路改修工事等の施設改修工事についても協議した。

② 公正安全の確保

本会の規律保持と会員の資質向上、オートレースの公正安全確保のため、各支

部毎に講習会、親睦会、研究会及びクラブ活動等を実施した。また、殉職事故が

発生し、事故再発防止委員会等で関係者とより一層の安全対策に向けて協議した。

③ 競走車の改良、改善に関する対策



オイルフォークの開発、改良について関係者と協議を行った。

エンジンオイルの開発、改良について関係者と協議を行った。

エンジン出力抑制について、関係者と協議を行った。

消音マフラーの開発、改良について関係者と協議を行った。

⑶ 部品庫の運営について

関係者の助成並びに協力を得て、各支部における競走車の部品供給を円滑にした。

部品庫の運営について、関係者と協議を行った。

⑷ 訓練関係について

① 選手教養訓練の実施

（公財）ＪＫＡと協力して、選手指導者中央訓練及び選手一般教養訓練を行っ

た。

② 新人選手の指導と訓練

第３４期生、第３５期生を対象に、レース参加に必要な競走技術、整備技術の

向上を図るべく指導並びに訓練を行った。

⑸ 事故防止対策

競走事故の防止、公正かつ安全なレース実施のため、各支部毎に年４回以上の事

故防止対策特別訓練を実施した。

⑹ 会員相互の親睦

各支部においてクラブ活動を実施し、会員相互の親睦を深めた。

⑺ 殉職者遺族と長期療養者への年末助け合い運動の実施

（一財）オートレース振興協会の助成を得て、殉職者遺族１６名、長期療養者

１６名を対象に年末助け合い運動を実施した。

⑻ 関係団体と業務打合せ並びに研究会等の実施

本会業務の円滑な運営及び関係者との連携を深めるため、関係する業務の打合せ

並びに研究会等を行った。

⑼ 機関誌の発行

業界の決定事項、本会の行事、ＳＧレースの結果、各支部毎の行事、休場選手の

近況等の記事を中心として選手会会報を令和３年４月、８月、令和４年１月に発行

した。



⑽ 優秀選手の表彰

レースにおいて優秀な成績を収めた者、並びに後輩選手の指導等選手活動に顕著

な功績を収めた会員を優秀選手として表彰した。また、選手生活５０年を全うされ

た会員を特別賞としてそれぞれ表彰した。

⑾ ファン対策

オートレース場周辺地域をはじめ、各地において社会福祉のための活動を積極的

に行った。

新型コロナウイルス感染症対策として、ＷＥＢを使用したプロモーション活動に

協力を行った。

⑿ 社会貢献

社会貢献の一環として、令和３年７月に熱海伊豆山土砂災害に義援金の寄付を行

った。

⒀ その他

新型コロナウイルス感染症による開催中止等、業界の不利益になる事態を未然に

防ぐため、各選手の感染症対策として、関係者と協議し選手共済会より新型コロナ

ウイルス感染症予防対策給付金の給付を行った。

２．役員会等に関する事項

⑴ 定時総会 １回

⑵ 理事会 ２回

⑶ 委員会 ６回

⑷ 小型自動車競走運営協議会(書面審議) ３回

⑸ 選手制度改善専門委員会(書面審議) ３回

⑹ 一般財団法人 全国小型自動車競走選手共済会理事会 ４回

⑺ 一般財団法人 オートレース振興協会理事会（書面審議を含む） ５回

⑻ オートレース新型コロナウイルス感染症対策本部会議 １６回

⑼ その他の会議 ４２回



３．収支及び正味財産増減の状況並びに財産の状態の推移

単位：百万円

事 業 年 度 30年3月期 31年3月期 R2年3月期 R3年3月期 R4年3月期

前期繰越収支差額 62 53 51 48 69

当 期 収 入 合 計 158 224 205 181 221

当 期 支 出 合 計 166 226 208 160 208

当 期 収 支 差 額 -8 -2 －3 21 13

次期繰越収支差額 53 51 48 69 82

資 産 合 計 957 923 913 972 1,012

負 債 合 計 902 872 865 906 929

正 味 財 産 55 51 48 66 83

(百万円未満四捨五入）
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